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また. TCNQ及び多種類のTCNQ関連化合物の合成に用いる乙とのできる新しい合成法の検討を行な







山口君が合成したacceptor は， 1) シクロブタン環がTCNQ分子に順次縮環したもの. 2) ベンゼン
環がTCNQK順次縮環したもの. 3) ピレンおよびテトラヒドロピレン骨格をもっTCNQ高級類縁体P
の三部に大別される。次いでこれらacceptor のCT錯体を合成し，加圧成型試料による電導度測定の結果，
乙の分野の代表的CT錯体である既知のTTF'・ TCNQ!とほぼ匹敬する電導度を示すものが 2， 3 見出だされ，
単結晶による測定が期待されている。乙れに反し，世界各国で競って合成研究され，山口君が最初に報
告したベンゼン縮環TCNQのCT錯体は半導体程度の電導度しか示さなかった。
山口君は上記多数のTCNQ型acceptor のCT 錯体が示す電導度が，高導電性 CT錯体の酸化還元電位に
基づいてorganic metals出現予測について従来提唱されてきた規則性に必ずしも合致しない乙とに
着目した。そ乙で，既知TCNQ型acceptorの凡てについて検討の結果，電子状態のみならず，分子の形
状，面積と導電性の相関関係に関する実験式を提出し， organic metal のTCNQ型成分に許容される分
子の形状，大きさについて興味ある提案を行なった口さらに，山口君はTCNQの新しい合成法開発を検
討し，従来法よりも簡便で，かっ毒性のクロルシアンを用いる乙となく，収率のよい合成法の確立に成
功した。
このように山口君の研究は， organic metals開発におけるTCNQ型acceptorについて重要な知見を得
たもので，その寄与するところ少なからぬものがあり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと
認める。
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